
【15頁　議会ＰＤＣＡサイクル】

令和４年度事業を評価しました

【２頁 特集】

議場見学にようこそ！

「未来の郡山をつくるのはわたしたち！」
（芳山小学校　議場見学）

主な掲載内容

特集
６月定例会の概要
市政一般質問
議会PDCAサイクル、臨時会
政務活動費
９月定例会開催予定

･････････････････････････２頁
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･･15頁

･･････････････････16頁
･･････････18頁

第205号 － 令和5年6月定例会 －
市議会だより
こおりやま



議場見学にようこそ！ 特集

　議会制度や議場設備などにつ
いて、議員が説明しました。

　議長席や質問台などを間近で見学しました。 　児童からの積極的な質問に、議員が
解説しました。

　児童が考えた議案を発表する模擬議会では、ゴミ拾い
ポイント制度をつくることや学校タブレット端末に利用
制限をかけることなど、身近に必要と感じている議案が
提案され、本番さながらの電子採決を体験しました。

リーフレットをもとに説明する議員 議事進行する議長役

議長席に座る児童 質問台に立つ児童 質問する児童

議案を提案する市長役 賛否を投じる議員役

　議会をより身近に感じることができる機会として、広聴広報委員会に所属する議員が、議
会のしくみや議場を紹介しています。
　６月１日に行われた「芳山小学校６年生」による議場見学では、児童たちが模擬議会など
を体験しました。

１ 市議会のはなし ２ 模擬議会の体験

３ 議場内の施設見学

◇ 感想を聞いてみました！　
見学の受付

４ 質疑応答

　実際に議会に行って、座って、発言して市長さんや議長
さんになったりと、たくさんの初めてでとてもワクワクし
ました。本物の議員さんに会ったり、休憩時間には傍聴席
や議長席に行ったりとても楽しかったです。机の賛成・反
対のボタンやマイクを前にして、私は今議員なんだという
思いと、私の人差し指で郡山市の未来が変わるという重さ
などを実際にやれて楽しかったです。

（郡司　うたさん）

　議場見学の申込は、随時
受付しています。なお、定
例会（３月、６月、９月、
12月）や臨時会など、議場
見学の受入れができない場
合がありますので、詳しく
は、議会事務局へお問い合
わせください。
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原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
に
要
す
る
経
費
を
含
む

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
な
ど
議
案
29
件
、

議
会
案
２
件
を
可
決

令
和
５
年
６
月
定
例
会
の
概
要

６
月
定
例
会
を
、
６
月
15
日
か

ら
30
日
ま
で
の
16
日
間
に
わ
た
り

開
催
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
会
期
の
決
定
、
諸
般

の
報
告
に
続
き
、
市
長
が
提
出
議

案
の
提
案
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。

21
日
か
ら
26
日
ま
で
は
、
18
人

の
議
員
が
市
政
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

27
日
と
28
日
は
、
４
つ
の
常
任

委
員
会
で
、
付
託
さ
れ
た
議
案
24

件
と
請
願
２
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

最
終
日
と
な
る
30
日
の
本
会
議

で
は
、
各
常
任
委
員
会
か
ら
審
査

結
果
の
報
告
を
受
け
た
後
、
賛
否

が
分
か
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
１

人
の
議
員
が
反
対
の
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、
採
決
の
結
果
、
郡
山

市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
な
ど
、
議
案
21
件
と
請
願
２

件
を
全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
・

採
択
し
た
ほ
か
、
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
、
地
域
公
共

交
通
事
業
者
・
運
送
事
業
者
等
へ

の
支
援
に
要
す
る
経
費
を
含
む
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
な

ど
議
案
３
件
を
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

ま
た
、
追
加
提
出
さ
れ
た
郡
山

市
公
平
委
員
会
委
員
や
郡
山
市
横

沢
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
な
ど

に
関
す
る
人
事
案
件
５
件
に
全
会

一
致
で
同
意
し
た
ほ
か
、
地
方
財

政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見

書
、「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等

事
業
」
の
継
続
と
被
災
児
童
生
徒

の
十
分
な
就
学
支
援
を
求
め
る
意

見
書
の
議
会
案
２
件
を
全
会
一
致

で
可
決
し
、
全
日
程
を
終
了
し
ま

し
た
。

常
任
委
員
会
の
審
査
状
況

総
務
財
政

建
設
水
道

環
境
経
済

問答問答

問答

文
教
福
祉

問答

　
　
軽
自
動
車
税
の
車
種
区
分
追

加
の
概
要
と
周
知
方
法
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
等
で
公
道
を
走
る
に
は
、
原
動

機
付
自
転
車
の
車
種
区
分
で
あ
っ

た
が
、
法
改
正
後
は
、
条
件
を
満

た
し
た
車
両
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
設
け
ら
れ
た
特
定
小
型
原
動
機

付
自
転
車
の
区
分
と
な
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
等
で
周
知
を
図
り
た
い
。

　
　
麓
山
地
区
立
体
駐
車
場
に
お

け
る
混
雑
緩
和
の
対
策
は
。

　
　
周
辺
施
設
の
大
規
模
な
イ
ベ

ン
ト
等
に
伴
う
駐
車
場
内
の
混
雑

に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
５
年
７

月
か
ら
令
和
６
年
３
月
ま
で
の
９

か
月
間
で
月
あ
た
り
１０
人
の
誘
導

員
を
配
置
し
、
場
内
の
混
雑
状
況

の
案
内
や
出
口
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

誘
導
を
図
る
。

　
　
ア
ジ
ア
誘
客
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
事
業
の
企
業
向
け
ツ
ア
ー
は
ど

の
よ
う
な
訪
問
先
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

　
　
ふ
く
し
ま
医
療
機
器
産
業
推

進
機
構
へ
の
訪
問
希
望
が
多
い
こ

と
か
ら
、
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
飲
食
業
、
製
造
業
、
酒

造
関
係
の
企
業
に
対
す
る
需
要
が

高
い
こ
と
か
ら
、
各
事
業
者
の
協

力
を
得
て
進
め
た
い
。

　
　
ニ
コ
ニ
コ
こ
ど
も
館
に
開
設

予
定
の
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に

は
、
相
談
ブ
ー
ス
を
ど
の
程
度
設

置
す
る
見
込
み
な
の
か
。

　
　
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の
窓

口
を
一
体
化
し
、
す
べ
て
の
妊
産

婦
、
子
ど
も
及
び
保
護
者
に
対
す

る
相
談
支
援
機
関
と
な
る
同
セ
ン

タ
ー
の
開
設
に
向
け
、
相
談
室
と

相
談
ブ
ー
ス
を
合
わ
せ
て
５
か
所

設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
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賛否が分かれた議案等

全会一致で可決した議案等

賛成は「○」、反対は「×」と表記しています。

欠席：志翔会１名、虹とみどりの会１名

全会一致で採択した請願 全会一致で可決した意見書
■地方財政の充実・強化を求める意見書提出請願書

■「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、
被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書」の
提出を求める請願書

■地方財政の充実・強化を求める意見書

■「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と被災児童
生徒の十分な就学支援を求める意見書

件　　名

補
正
予
算
条
例
改
正

議決結果

会派の賛否（志翔会は、議長を除く｡）

原案可決

原案可決

原案可決

一般会計（第３号）

国民健康保険特別会計（第１号）

郡山市国民健康保険税条例

賛否などの詳細は市議会ウェブページを御覧ください。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ××

×

×

欠

欠

欠

○

○

○

○

７人 ８人 4人 4人 3人 3人 2人 1人 1人 1人 1人

郡山市職員の特殊勤務手当に関する条例及び郡
山市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
する条例

こども家庭庁設置法等の施行に伴う厚生労働省
関係省令の整備等に関する省令の施行に伴う関
係条例の整備に関する条例

郡山市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する
条例

消費税法施行令等の一部を改正する政令の施行
に伴う関係条例の整備に関する条例

郡山市財産区管理委員の報酬及び費用弁償に関
する条例

条
例
改
正

条
例
制
定

郡山市税条例等
郡山市都市公園条例等
郡山市総合学習センター条例

工事請負契約（準用河川徳定川河川改修工事、校
舎長寿命化改修事業（大島小、赤木小、大成小、芳
賀小）、屋内運動場長寿命化改修事業（日和田小））

工事請負契約の変更（郡山西部第一工業団地第２
期工区造成工事）

財産の取得（消防ポンプ自動車、小型動力ポンプ
積載車、融雪剤散布車）

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求め
ること

福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共
団体の数の減少及び福島県市町村総合事務組合
規約の一部変更

そ
の
他

財産の処分（土地）

専決処分の承認を求めること

郡山市固定資産評価審査委員会委員の選任
郡山市財産区管理委員の選任（横沢、浜路）

郡山市公平委員会委員の選任

志

翔

会

新

政

会

郡
山
市
議
会
公
明
党

緑

風

会

立
憲
民
主
党
郡
山

自
由
民
主
党
郡
山
市
議
団

日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団

虹
と
み
ど
り
の
会

無

所

属

の

会

立

憲

民

主

党

国

民

民

主

党

請願文書議案等に対する
各議員の賛否
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日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団

岡
田 

哲
夫
議
員

お
か
だ

て
つ
お

一般質問
　
　
入
庫
後
の
２
時
間
を
無
料
と

し
、
障
害
者
手
帳
所
持
者
や
中
央

公
民
館
等
の
周
辺
施
設
で
、
市
の

主
催
事
業
を
行
う
場
合
、
市
の
求

め
に
応
じ
て
出
席
す
る
講
師
等
や
、

施
設
利
用
料
の
免
除
を
受
け
て
い

る
人
等
は
、
利
用
時
間
に
関
わ
ら

ず
無
料
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
無
料
対
象
を
証
明
す
る

書
類
等
を
施
設
職
員
に
提
示
し
、

駐
車
券
に
電

子
処
理
す
る

方
法
を
採
用

し
て
い
る
。

　
　
県
庁
駐
車
場
は
、
県
庁
の
利

用
証
明
が
あ
れ
ば
無
料
と
な
っ
て

お
り
、
麓
山
地
区
立
体
駐
車
場
も
、

市
の
施
設
利
用
証
明
書
等
で
、
時

間
に
関
係
な
く
無
料
と
す
る
方
式

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
開
成
山
公
園
の
除
草
等
業
務

を
受
託
し
て
き
た
郡
山
地
方
高
齢

者
福
祉
事
業
団
に
、
来
年
度
か
ら

委
託
で
き
な
い
と
開
成
山
公
園
等

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
事
業
者
か

ら
話
を
さ
れ
た
と
聞
い
た
。

　
市
民
の
仕
事
が
奪
わ
れ
な
い
よ

う
、
委
託
業
務
の
継
続
に
つ
い
て

業
者
に
話
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
開
成
山
公
園
の
維
持
管
理
に

関
わ
る
現
在
の
委
託
業
者
の
実
績

等
を
今
年
１
月
に
事
業
者
に
伝
え
、

地
域
雇
用
等
の
配
慮
を
求
め
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
事
業
者
か
ら
は
、

現
在
、
開
成
山
公
園
の
緑
地
除
草

業
務
等
の
維
持
管
理
に
か
か
る
具

体
的
な
委
託
先
に
つ
い
て
、
検
討

を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

問答

問答 Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ※

事
業
の

除
草
等
業
務
委
託
に
つ
い
て

麓
山
地
区
立
体
駐
車
場
の
無
料

措
置
に
つ
い
て

麓山地区立体駐車場

令和５年６月定例会

市政一般質問
●
今
回
の
質
問
者
数　
18
名

●
掲
載
項
目

行
っ
た
質
問
の
う
ち
、
質
問
者
が
選
択
し

た
２
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
掲
載
項
目
は
質
問
者
間
で
重
複
し

な
い
よ
う
調
整
し
て
い
ま
す
。

●
記
事
の
内
容

掲
載
の
質
問
や
答
弁
は
、
要
約
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
、
議
会
中
継
や
会
議
録
を
御

覧
く
だ
さ
い
。

●
録
画
中
継

各
記
事
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
録
画
中
継

が
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
会
議
録

市
議
会
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
や
次
の
施
設
で
御

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

・
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

・
中
央
図
書
館 

・
希
望
ヶ
丘
図
書
館

・
安
積
図
書
館 

・
富
久
山
図
書
館

な
お
、
令
和
５
年
６
月
定
例
会
の
会
議
録
が
御

覧
い
た
だ
け
る
の
は
、
９
月
上
旬
に
な
り
ま
す
。

会議録検索
システム

※
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
…
公
募
設
置
管
理
制
度
。
公

園
利
用
者
の
利
便
向
上
に
資
す
る
公
募
対
象
施
設
の

設
置
・
管
理
運
営
と
将
来
的
な
収
益
を
活
用
し
た
公

園
の
広
場
等
の
整
備
・
改
修
等
を
民
間
事
業
者
が
一

体
的
に
施
工
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
。
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志 

翔 

会

森
合
　
秀
行
議
員

も
り
あ
い

ひ
で
ゆ
き

一般質問

　
　
２
０
１
９
年
度
以
降
、
障
が

い
者
採
用
枠
の
受
験
資
格
に
つ
い

て
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
に

つ
い
て
も
受
験
可
能
と
し
て
い
る

　
今
後
に
お
い
て
は
、
他
市
事
例

を
調
査
研
究
す
る
と
と
も
に
、
障

が
い
者
の
中
に
は
、
特
定
の
分
野

に
お
い
て
高
い
能
力
を
発
揮
す
る

人
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
能
力
を
発
揮
で
き
る
業
務

の
創
出
、
さ
ら
に
は
福
島
労
働
局

や
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
等
の
関
係
機
関
と
意
見
交
換

や
連
携
を
図
り
な
が
ら
採
用
活
動

の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

　
　
障
が
い
者
雇
用
へ
の
理
解
を

促
進
し
た
上
で
、
各
障
害
種
別
に

お
い
て
積
極
的
に
障
が
い
者
を
採

用
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　
夜
間
中
学
の
ニ
ー
ズ
調
査
の

内
容
や
実
施
方
法
、
実
施
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
見
解
は
。

問答

問答 本
市
に
お
け
る
夜
間
中
学
の
ニ

ー
ズ
調
査
に
つ
い
て

障
が
い
者
の
採
用
活
動
に
つ
い
て

郡山カルチャーパーク

無
所
属
の
会

箭
内
　
好
彦
議
員

や
な
い

よ
し
ひ
こ

一般質問

。

　
　
学
び
た
い
理
由
や
内
容
、
年

齢
、
国
籍
等
に
つ
い
て
、
市
民
を

対
象
に
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
を
本
年

８
月
に
実
施
予
定
で
あ
る
。

　
実
施
方
法
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
回
答
や
Ｆ
Ａ
Ｘ

等
に
よ
る
回
答
な
ど
、
多
様
な
方

法
で
回
答
で
き
る
よ
う
に
検
討
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
よ
り
広
く
市
民
に
ニ
ー

ズ
調
査
を
周
知
す
る
た
め
に
、
広

報
こ
お
り
や
ま

８
月
号
や
本
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

へ
の
掲
載
等
に

よ
り
、
調
査
を

実
施
し
て
い
く
。

夜間中学アンケート調査

問答

問答
　
　
教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
全
校
配
付

す
る
と
と
も
に
教
職
員
向
け
に
い

じ
め
防
止
講
座
を
予
定
し
て
い
る

ほ
か
、
い
じ
め
防
止
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
配
付
し
、
道
徳
や
学
級
活
動

の
授
業
で
活
用
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
保
健
所
と
連
携
し
臨
床

心
理
士
に
よ
る
教
室
を
予
定
し
て

お
り
、
全
市
的
に
い
じ
め
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
も
、
他
市
の
取
組
み
事
例

を
調
査
研
究
す
る
と
と
も
に
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
一
層
深
め
、

い
じ
め
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
来
年
の
市
制
100
周
年
を
契
機

と
し
、
新
た
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
設
置
や
大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解

は
。

　
　
子
ど
も
を
い
じ
め
か
ら
守
る

た
め
、
市
長
部
局
に
監
察
課
を
設

け
て
い
る
寝
屋
川
市
な
ど
他
自
治

体
の
取
組
み
を
参
考
に
、
更
な
る

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て
調
査
研
究

す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
の
大
型
遊

具
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
に

健
全
度
調
査
を
実
施
し
、
近
い
将

来
全
面
的
な
遊
具
の
更
新
が
必
要

と
の
診
断
が
な
さ
れ
た
。

　
郡
山
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
全
体

の
今
後
に
つ
い
て
意
見
を
聞
く
た

め
「
郡
山
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
の

今
後
の
管
理
運
営
に
係
る
懇
談
会

を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

新
た
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
設
置

等
に
つ
い
て

も
懇
談
会
の

意
見
を
参
考

に
検
討
し
て

い
く
。

郡
山
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
内
ド
リ

　
ム
ラ
ン
ド
の
遊
具
に
つ
い
て

更
な
る
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

ー

」
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関
係
団
体
と
郡
山
駅
等
周
辺

の
街
頭
啓
発
や
、
市
内
高
校
で
自

転
車
通
学
者
に
対
す
る
着
用
の
啓

発
等
を
行
っ
て
き
た
。

　
今
後
は
、
夏
の
交
通
事
故
防
止

市
民
総
ぐ
る
み
運
動
を
は
じ
め
と

し
た
街
頭
啓
発
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

等
で
の
周
知
の
ほ
か
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
し
な
い
理
由
等
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
効
果
的
な
着

用
率
の
向
上

に
向
け
た
取

組
み
を
行
う
。

　
　
当
初
の
連
携
事
業
数
は
65
だ

　
た
が
、
令
和
５
年
に
改
訂
し
た

現
行
の
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

80
事
業
と
な
っ
て
お
り
、
圏
域
を

拠
点
と
す
る
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
チ

　
ム
と
連
携
し
た
健
康
運
動
教
室

等
を
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
令
和
２
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
病
児
保
育
施
設
の

広
域
利
用
で
は
、
12
市
町
村
の
住

民
が
利
用
で
き
る
状
況
と
な
る
な

ど
、
公
共
施
設
の
相
互
利
用
を
は

じ
め
と
し
た
幅
広
い
連
携
事
業
の

拡
大
に
よ
り
、
こ
お
り
や
ま
広
域

圏
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
こ
お
り
や
ま
広
域
連
携
中
枢

都
市
圏
域
内
に
お
け
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
は
、
ど
の
よ
う
に
拡
大
し
て

き
た
の
か
。

　
　
事
故
の
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
、
頭
部
を
守
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率

向
上
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
市

民
に
働
き
か
け
て
い
く
の
か
。

問答

問答

広
域
連
携
中
枢
都
市
圏
域
内
の

住
民
サ
ー
ビ
ス
拡
大
に
つ
い
て

自
転
車
利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
率
向
上
に
つ
い
て

志 

翔 

会

近
内
　
利
男
議
員

こ
ん
な
い

と
し
お

郡
山
市
議
会
公
明
党

山
根
　
悟
議
員

や
ま
ね

さ
と
る

一般質問

一般質問

っー

　
　
昨
年
度
は
企
業
等
へ
の
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
や
、
市
職
員
へ
周
知

お
よ
び
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
の
基

礎
講
座
を
動
画
配
信
し
、
ま
た
、

医
師
や
支
援
員
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
支
援
員
よ
り
、
相
談
に

必
要
な
知
識
等
の
研
修
実
施
に
つ

い
て
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　
今
年
度
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
相
談
員

養
成
講
座
を
開
催
し
、
相
談
員
の

資
質
向
上
を
図
る
な
ど
、
今
後
も
、

出
前
講
座
や
養
成
講
座
を
継
続
的

に
行
い
、
更
な
る
理
解
促
進
と
相

談
窓
口
支
援
を
進
め
て
い
く
。

※
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
…
レ
ズ
ビ
ア
ン
（
女
性
同
性
愛
者
）
、

ゲ
イ
（
男
性
同
性
愛
者
）
、
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

（
両
性
愛
者
）
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
身
体

と
心
の
性
が
一
致
し
て
い
な
い
た
め
、
身
体
の
性

に
違
和
感
を
持
っ
た
り
、
心
の
性
と
一
致
す
る
性

別
で
生
き
た
い
と
望
む
人
）
の
総
称

　
　
現
在
の
進
捗
状
況
お
よ
び
工

事
全
体
の
効
果
が
ど
の
よ
う
に
浸

水
対
策
に
結
び
つ
く
の
か
。

　
　
市
民
や
事
業
主
等
に
寄
り
添

　
た
施
策
の
策
定
と
実
行
を
望
む

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

問答

問答

阿
武
隈
川
や
笹
原
川
の
浸
水
対

策
に
つ
い
て

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ※

理
解
増
進
法
に
か

か
る
本
市
の
取
組
み
に
つ
い
て 

　
　
阿
武
隈
川
に
つ
い
て
、
護
岸

等
施
設
は
復
旧
完
了
、
御
代
田
地

区
の
築
堤
工
事
も
概
成
し
、
河
道

掘
削
事
業
は
本
年
度
で
市
内
の
計

画
が
完
了
予
定
で
あ
り
、
上
流
域

で
の
遊
水
地
整
備
は
、
令
和
１０
年

度
に
完
成
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
笹
原
川
は
、
樹
木
の
伐

採
や
河
道
掘
削
を
昨
年
度
に
完
了

し
た
と
県
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　
こ
の
阿
武
隈
川
の
掘
削
工
事
等

に
よ
る
水
位
低
下
に
よ
り
、
浸
水

被
害
が
軽
減

し
、
支
川
の

笹
原
川
も
同

様
の
効
果
が

見
込
ま
れ
る
。

っ

河道堀削後の阿武隈川
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一般質問

　
　
国
の
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
昨
年
３
月
に

第
四
次
郡
山
市
食
と
農
の
基
本
計

画
を
策
定
し
、
食
料
の
安
定
供
給

の
確
保
と
消
費
拡
大
の
推
進
に
よ

り
、
食
料
自
給
率
の
向
上
に
取
り

組
む
こ
と
と
位
置
づ
け
し
た
。

　
農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た

め
、
農
業
法
人
も
含
め
た
個
別
生

産
性
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

農
業
法
人
化
、
新
規
就
農
支
援
な

ど
を
推
進
し
、
農
業
生
産
性
の
更

な
る
向
上
を
図
り
、
食
料
自
給
率

の
向
上
等
に
貢
献
し
て
い
く
。

　
　
食
料
は
い
く
ら
で
も
買
え
る

時
代
で
は
な
い
と
い
う
問
題
自
体

が
ほ
と
ん
ど
認
識
さ
れ
て
い
な
い

現
状
を
ど
う
捉
え
、
今
後
ど
の
よ

う
に
食
料
自
給
率
向
上
を
図
っ
て

い
く
の
か
。

　
　
今
年
度
は
、
市
が
関
わ
ら
ず

各
地
域
の
自
主
性
に
任
せ
る
と
し

て
い
る
が
、
市
か
ら
の
助
成
金
も

な
く
、
地
域
で
の
独
自
開
始
は
大

変
厳
し
い
と
思
う
。

　
市
は
今
年
度
の
状
況
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
直
近
の
開
催
で
あ
る
２
０
１

９
年
度
の
参
加
率
は
、
市
全
体
で

約
２０
％
と
低
迷
し
て
お
り
、
ま
た
、

実
行
委
員
自
身
が
高
齢
化
し
、
負

担
が
大
き
い
と
の
意
見
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
。

　
今
年
度
の
敬
老
会
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
な
が
ら
、
各

町
内
会
に
お
い
て
負
担
の
少
な
い

持
続
可
能
な

方
法
で
検
討

し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え

て
い
る
。

問答

問答 敬
老
祝
賀
会
に
つ
い
て

食
料
自
給
率
向
上
に
つ
い
て

立
憲
民
主
党
郡
山

栁
田
　
尚
一
議
員

や
な
ぎ
だ

し
ょ
う
い
ち

一般質問

日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団
高
橋
　
善
治
議
員

た
か
は
し

よ
し
は
る

重度心身障害者
医療費の助成

問答

問答

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

に
お
け
る
窓
口
負
担
に
つ
い
て 

保
育
料
軽
減
対
象
世
帯
の
拡
大
と

軽
減
額
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

　
　
現
制
度
の
も
と
、
全
世
帯
を

対
象
と
す
る
と
年
間
約
３
千
700
万

円
が
必
要
と
な
る
ほ
か
、
軽
減
額

を
引
き
上
げ
る
と
、
更
に
多
額
の

財
政
負
担
を
伴
う
こ
と
と
な
る
。

　
対
象
世
帯
の
拡
大
と
軽
減
額
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

事
業
の
継
続
性
及
び
保
護
者
負
担

の
公
平
性
を
考
慮
す
る
と
と
も
に

国
に
よ
る
制
度
改
正
や
新
た
な
財

政
支
援
の
創
設
な
ど
、
国
の
取
組

み
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
後
か
ら
返
金
さ
れ
る
と
し
て

も
、
窓
口
で
の
経
済
的
な
負
担
が

重
荷
に
な
っ
て
、
必
要
な
医
療
を

躊
躇
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
思
う
が
見
解
は
。

　
　
３
歳
未
満
児
保
育
料
無
償
化

へ
の
第
一
歩
と
し
て
、
住
民
税
所

得
割
額
13
万
３
千
円
未
満
と
な
っ

て
い
る
軽
減
対
象
を
全
世
帯
に
し
、

無
料
以
外
は
一
律
５
千
円
と
な
っ

て
い
る
軽
減
額
を
引
き
上
げ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。　
　
　

　
　
本
市
で
は
、
窓
口
で
の
一
部

負
担
金
の
支
払
い
分
に
係
る
助
成

金
の
受
領
権
限
を
医
療
機
関
に
委

任
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
の
支
払

い
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
を
平

成
19
年
４
月
か
ら
導
入
し
て
お
り
、

令
和
４
年
度
の
実
受
給
者
数
は
85

名
、
１
千
90
件
の
助
成
実
績
が
あ

る
。

　
今
後
も
、
窓
口
で
の
一
部
負
担

金
の
支
払
い
が
困
難
な
人
に
つ
い

て
は
、
本
制
度
の
活
用
を
提
案
す

る
な
ど
状
況

に
応
じ
た
対

応
に
努
め
て

い
く
。

ち
ゅ
う 

ち
ょ
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駅
前
広
場
に
、
カ
ラ
ス
が
嫌

が
る
、
不
安
に
感
じ
る
鳴
き
声
を

再
生
す
る
追
払
い
機
材
を
２
台
設

置
す
る
ほ
か
、
可
搬
式
の
機
材
１

台
を
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
活
用
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
期
待
さ
れ
る
効
果
と
し
て
は
、

駅
前
周
辺
に
飛
来
す
る
カ
ラ
ス
の

個
体
数
を
減
ら
し
、
密
度
を
下
げ

る
こ
と
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
、
引
き
続
き
、
駅
前
商
店

街
や
Ｊ
Ｒ
等
関
係
団
体
と
連
携
し
、

カ
ラ
ス
対
策
の
取
組
み
を
継
続
し

て
い
く
。

　
　
区
域
を
算
定
す
る
際
の
指
標

と
な
る
人
口
が
減
少
基
調
で
あ
り
、

今
後
も
人
口
減
少
が
進
む
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
決
定
権

者
で
あ
る
県
の
見
解
は
、
現
行
の

市
街
化
区
域
を
維
持
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
市
街
化
調
整
区
域

の
解
除
に
つ
い
て
、
本
市
の
土
地

利
用
の
状
況
や
産
業
集
積
の
動
向

を
踏
ま
え
、
都
市
計
画
の
変
更
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
県
と
協
議
を

進
め
て
い
く
。

　
　
プ
ラ
ン
改
定
に
合
わ
せ
、
東

部
地
区
の
市
街
化
調
整
区
域
解
除

に
向
け
大
き
く
舵
を
切
る
べ
き
と

考
え
る
が
見
解
は
。

　
　
郡
山
駅
周
辺
地
区
に
お
け
る

カ
ラ
ス
追
払
い
対
策
の
具
体
的
な

内
容
と
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。　

問答

問答

郡
山
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
２
０
１
５
改
定
に
つ
い
て

カ
ラ
ス
追
払
い
対
策
の
強
化
に

つ
い
て

立
憲
民
主
党

吉
田　
公
男
議
員

よ
し
だ

き
み
お

一般質問

一般質問

自
由
民
主
党
郡
山
市
議
団
村
上　
晃
一
議
員

む
ら
か
み

こ
う
い
ち

　
　
急
傾
斜
地
に
関
す
る
法
律
に

お
い
て
、
維
持
管
理
は
、
急
傾
斜

地
の
所
有
者
、
被
害
を
受
け
る
お

そ
れ
の
あ
る
者
等
が
施
工
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
が
、
施
工
す
る
こ

と
が
困
難
ま
た
は
不
適
当
と
認
め

ら
れ
る
場
合
、
都
道
府
県
が
施
工

す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　
赤
木
地
区
の
未
施
工
区
間
は
、

施
工
に
多
大
な
費
用
や
、
高
度
な

技
術
力
な
ど
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

県
が
、
７
月
に
測
量
設
計
業
務
に

着
手
し
、
令
和
６
、
７
年
度
の
２

か
年
で
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
並
み

の
降
雨
で
、
総
雨
量
100
万
ｔ
を
超

え
る
開
成
山
排
水
区
で
は
、
更
な

る
貯
留
施
設
の
整
備
が
急
務
で
あ

り
、
旧
豊
田
貯
水
池
を
貯
留
施
設

と
し
て
再
整
備
す
べ
き
で
は
。

　
　
赤
木
地
域
公
民
館
南
側
の
急

傾
斜
地
で
、
昨
年
倒
木
が
あ
り
、

民
有
地
だ
っ
た
が
、
市
に
緊
急
的

に
対
策
を
し
て
も
ら
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。

　
民
有
地
で
の
急
傾
斜
地
対
策
は
。

問答

問答

旧
豊
田
貯
水
池
の
雨
水
貯
留
に

つ
い
て

急
傾
斜
地
対
策
に
つ
い
て

　
　
旧
豊
田
貯
水
池
の
利
活
用
は
、

防
災
・
減
災
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
視
点
を
重
視
し
、
水
害
を

抑
制
す
る
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の

考
え
方
を
基
本
と
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
、
市
民
向
け
現
地
見
学

会
等
を
行
い
、
意
見
を
受
け
、
本

年
度
は
、
旧
豊
田
貯
水
池
周
遊
の

た
め
の
園
路
整
備
、
見
学
会
や
講

演
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

 

現在の旧豊田貯水池

郡山駅前の木に集まる
カラス
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新 

政 

会

會
田
　
一
男
議
員

あ
い
た

か
ず
お

一般質問

　
　
本
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災

や
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
の
記
録
や
記
憶
を
後
世

に
継
承
す
る
た
め
、
約
５
万
４
千

点
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
公
開
す
る
郡
山
震
災
ア
ー

カ
イ
ブ
等
に
よ
り
、
継
承
に
努
め

て
い
る
。

　
災
害
の
状
況
を
後
世
に
伝
え
る

こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
現
在
整
備

中
の
（
仮
称
）
歴
史
情
報
・
公
文

書
館
で
も
、
災
害
記
録
の
保
存
と

デ
ジ
タ
ル
化
を
図
り
、
防
災
意
識

の
高
揚
と
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
、
未
来
へ
確
実
に

継
承
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
　
２
０
２
４
年
に
市
制
施
行
１００

周
年
を
迎
え
る
が
、
２
０
１
１
年

の
東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
災

害
と
そ
の
教
訓
を
、
市
は
ど
の
よ

う
に
伝
え
て
い
く
の
か
。

　
　
市
い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会

（
２
０
２
２
年
12
月
21
日
設
置
）

の
開
催
状
況
と
今
後
の
報
告
等
の

時
期
は
。

　
　
当
調
査
委
員
会
は
、
２
０
２

３
年
６
月
22
日
現
在
ま
で
に
５
回

開
催
さ
れ
、
関
係
す
る
職
員
や
生

徒
な
ど
か
ら
の
聞
き
取
り
、
生
徒

指
導
の
記
録
等
の
分
析
を
中
心
に

調
査
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
、
調
査
が
終
了
次
第
、
当

調
査
委
員
会
か
ら
教
育
長
へ
答
申

を
す
る
予
定
で
あ
る
。

問答

問答 市
い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
に

つ
い
て

東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
災

害
の
伝
承
に
つ
い
て 虹

と
み
ど
り
の
会

蛇
石
　
郁
子
議
員

へ
び
い
し

い
く
こ

一般質問

市いじめ問題調査委員会の設置

西田学園前を東西に走る市道

　
　
高
齢
者
を
対
象
に
毎
年
開
催

し
て
い
る
「
豊
か
な
長
寿
社
会
い

き
い
き
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」
に
お

い
て
、
高
齢
者
と
の
関
わ
り
を
テ

ー
マ
に
高
校
生
等
か
ら
提
言
な
ど

を
も
ら
う
ほ
か
、
あ
さ
か
の
学
園

大
学
の
運
動
会
等
で
、
高
校
生
等

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
補
助
を

す
る
な
ど
、
世
代
間
交
流
に
資
す

る
多
様
な
取
組
み
を
通
じ
て
、
若

い
世
代
の
敬
老
意
識
の
醸
成
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
敬
老
会
等
の
高
齢
者
施
策
は
、

次
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
形
で

市
民
相
互
の
交
流
が
図
ら
れ
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問答

問答

西
田
学
園
周
辺
通
学
路
の
交
通

安
全
対
策
に
つ
い
て

敬
老
会
の
次
の
世
代
へ
の
継
承

に
つ
い
て

　
　
西
田
学
園
前
を
東
西
に
走
る

市
道
の
高
野
分
館
か
ら
鬼
生
田
橋

間
は
朝
の
交
通
量
が
非
常
に
多
く
、

一
刻
も
早
い
交
通
安
全
対
策
を
お

願
い
し
た
い
が
見
解
は
。

　
　
先
人
の
労
に
報
い
、
長
寿
を

祝
う
敬
老
会
を
継
承
す
る
な
ど
、

お
年
寄
り
を
大
事
に
す
る
こ
と
を

次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
見
解
は
。

　
　
西
田
学
園
北
側
の
広
域
農
道

は
、
歩
道
の
新
設
に
着
工
す
る
予

定
で
あ
り
、
西
側
の
道
路
約
1.4
㎞

は
、
合
同
点
検
・
対
策
会
議
の
結

果
、
管
轄
す
る
機
関
が
安
全
対
策

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
各
関
連
機
関
と
連
携
し
、

ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
に

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

依
頼
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も

を
守
る
取
組

み
に
協
力
し

て
も
ら
え
る

よ
う
働
き
か

け
て
い
く
。
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2
0
2
4
年
に
迎
え
る
市
制

施
行
100
周
年
記
念
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
決
ま
っ

た
が
、
市
長
が
想
う
課
題
解
決
先

進
都
市
郡
山
の
未
来
の
あ
る
べ
き

姿
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

問答 課
題
解
決
先
進
都
市
の
創
生
に

つ
い
て

国
民
民
主
党

（
質
問
は
1
項
目
）

渡
部
　
龍
治
議
員

わ
た
べ

り
ゅ
う
じ

郡
山
市
議
会
公
明
党

小
島
　
寛
子
議
員

お
じ
ま

ひ
ろ
こ

一般質問

一般質問

　
　
２
０
１
９
年
１０
月
か
ら
児
童

生
徒
が
図
書
館
の
図
書
利
用
カ
ー

ド
を
利
用
し
、
電
子
書
籍
等
の
閲

覧
が
で
き
、
２
０
２
２
年
５
月
か

ら
は
、
児
童
書
読
み
放
題
パ
ッ
ク

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
電
子
書
籍
は
、
図
書
利
用
カ
ー

ド
が
あ
れ
ば
、
児
童
生
徒
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
閲
覧
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
市
内
中
学
生

へ
利
用
カ
ー
ド
が
な
く
て
も
電
子

図
書
館
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
、

Ⅰ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
配
付
す
る

準
備
を
進
め
て
お
り
、
今
後
も
、

読
書
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
県
の
条
例
制
定
を
受
け
、
犯

罪
行
為
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
遺
族

や
重
疾
病
を
負
っ
た
人
な
ど
へ
の

見
舞
金
制
度
の
創
設
や
条
例
等
の

制
定
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
本
市

で
も
条
例
制
定
や
見
舞
金
制
度
を

創
設
す
べ
き
で
は
。

　
　
小
・
中
学
生
に
電
子
図
書
館

へ
の
利
用
登
録
を
促
し
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
活
用
し
て
、
各
学
校

で
電
子
書
籍
に
よ
る
読
書
を
推
進

し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
見
解
は
。

問答

問答

犯
罪
被
害
者
の
支
援
制
度
に
つ

い
て

小
・
中
学
校
と
電
子
図
書
館
の

連
携
に
つ
い
て

　
　
見
舞
金
の
支
給
事
務
は
市
町

村
の
事
務
と
さ
れ
、
本
市
で
も
検

討
し
て
き
た
。

　
被
害
者
が
見
舞
金
申
請
を
行
う

際
の
対
応
に
つ
い
て
、
県
か
ら
見

解
が
示
さ
れ
、
本
市
で
も
、
見
舞

金
制
度
を
令
和
６
年
度
か
ら
実
施

で
き
る
よ
う
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　
今
後
は
、
条
例
ま
た
は
要
綱
の

ど
ち
ら
が
相
応
し
い
か
、
検
討
し

て
い
く
。

市制施行100周年記念のロゴマーク
とキャッチフレーズ

※
開
物
成
務
…
中
国
の
古
典
「
易
経
」
に
あ
り
、
読

み
下
し
は
「
物
を
開
き
て
務
め
を
成
す
」
。
人
知
を

開
発
し
て
、
事
業
を
成
し
と
げ
さ
せ
る
こ
と
。

県犯罪被害者等支援
条例リーフレット

　
　
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
指
針
で

は
、
将
来
都
市
構
想
を
「
み
ん
な

の
想
い
や
願
い
を
結
び
、
未
来
へ

と
つ
な
が
る
ま
ち
郡
山
」
と
定
め

た
。

　
先
人
の
開
物
成
務
※
の
精
神
を

受
け
継
ぎ
、「
ひ
ら
け
未
来
へ
こ
お

り
や
ま
」
を
合
言
葉
に
、
新
た
な

歴
史
を
築
い
て
い
く
「
100
年
創
造

都
市
」
を
目
指
す
た
め
、
次
代
の

主
役
と
な
る
若
者
た
ち
が
活
躍
で

き
る
基
盤
を
整
え
る
と
と
も
に
、

市
民
や
事
業
者
が
活
躍
で
き
る
よ

う
、
各
種
施
策
を
総
合
的
、
継
続

的
に
実
施
し
て
い
く
。
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問答

問答

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

国
民
年
金
で
入
所
で
き
る
介
護

施
設
に
つ
い
て

　
　
地
域
密
着
型
を
含
む
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
６
月
１
日
現

在
、
24
施
設
１
千
395
床
と
な
っ
て

お
り
、
今
年
度
、
３
施
設
190
床
が

竣
工
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い

て
は
、
介
護
施
設
及
び
待
機
者
等

の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
国
の

基
本
指
針
案
や
本
市
の
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
見
込
量
等
の
将
来
推
計
、

利
用
者
や
事
業
者
に
実
施
し
た
調

査
等
を
も
と
に
検
討
し
て
い
く
。

　
今
後
も
、
高
齢
者
が
可
能
な
限

り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
日
常
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
必
要
な
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
く
。

　
　
単
発
、
短
期
で
の
無
償
化
で

は
、
保
護
者
は
不
安
で
あ
る
。

　
国
へ
学
校
給
食
法
の
改
正
や
財

源
等
を
要
望
す
る
な
ど
、
来
年
度

以
降
の
実
現
に
向
け
た
方
針
は
。

　
　
国
民
年
金
を
満
額
支
給
（
令

和
５
年
度
月
額
６
万
６
千
250
円
）

さ
れ
て
い
た
人
が
、
入
所
で
き
る

施
設
の
状
況
と
、
そ
の
現
状
を
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
来
年
度
以
降
は
、
国
の
財
政

支
援
等
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

予
算
に
計
上
で
き
る
よ
う
関
係
部

局
と
総
合
的
に
検
討
し
て
い
る
。

　
な
お
、
地
方
自
治
法
第
２
条
第 

14
項
で
「
地
方
公
共
団
体
は
、
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
調
理
提

供
等
の
ソ
フ
ト
面
や
、
中
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
再
整
備
等
ハ
ー
ド

面
で
も
、
経

常
コ
ス
ト
縮

減
に
向
け
た

調
査
研
究
を

進
め
て
い
る
。

一般質問

　
　
２
０
２
０
年
３
月
に
改
訂
し

た
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
は
、

本
市
の
２
０
４
０
年
に
お
け
る
将

来
推
計
人
口
は
、
国
立
社
会
保
障

人
口
問
題
研
究
所
の
手
法
に
準
拠

す
る
と
26
万
５
千
374
人
に
な
る
も

の
と
推
計
し
て
い
る
。　
　
　

　
人
口
減
少
社
会
に
あ
っ
て
も
持

続
的
発
展
を
遂
げ
る
都
市
を
目
指

し
、
県
や
こ
お
り
や
ま
広
域
圏
全

体
の
発
展
に
も
寄
与
す
る
役
割
を

担
う
本
市
に
お
い
て
は
、
同
ビ
ジ

ョ
ン
の
中
で
、
特
に
人
口
動
態
の

目
標
は
定
め
て
い
な
い
も
の
の
、

２
０
４
０
年
の
人
口
30
万
人
程
度

を
維
持
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

掲
げ
て
い
る
。

　
　
少
子
化
対
策
に
関
連
し
て
、

２
０
４
０
年
に
お
け
る
本
市
の
人

口
動
態
の
目
標
は
。

　
　
県
は
本
年
４
月
３
日
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
福
島
な
ど
、
県
内
の
農

業
３
団
体
と
同
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
た
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
連

携
し
て
い
く
の
か
。

　
　
現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
の
重
点

支
援
対
象
者
に
選
定
さ
れ
た
、
認

定
新
規
就
農
者
等
20
名
を
対
象
に
、

経
営
相
談
な
ど
の
現
地
巡
回
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
関
係
機
関

と
情
報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、

就
農
や
営
農
の
定
着
、
農
業
法
人

化
、
経
営
の
発
展
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
連
携

を
強
化
し
、
認
定
新
規
就
農
者
等

の
新
た
な
農

業
経
営
体
の

確
保
・
支
援

を
推
進
し
て

い
く
。

問答

問答 今
後
の
県
農
業
経
営
・
就
農
支
援

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
つ
い
て

２
０
４
０
年
の
人
口
動
態
の
目

標
に
つ
い
て

本市の学校給食

一般質問

立
憲
民
主
党
郡
山

八
重
樫　
小
代
子
議
員

や
え
が
し

さ
よ
こ

新 

政 

会

折
笠　
正
議
員

お
り
か
さ

た
だ
し

県農業経営・
就農支援センター

・

」
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資源回収

通学路となっている
市道小段瓶焼場線

　
　
県
道
荒
井
郡
山
線
と
の
交
差

点
部
分
か
ら
の
50
ｍ
区
間
に
つ
い

て
は
、
令
和
３
年
度
に
整
備
を
行

っ
て
お
り
、
残
り
の
300
ｍ
の
区
間

に
つ
い
て
も
、
通
学
路
合
同
点
検

に
よ
り
危
険
個
所
と
位
置
付
け
た

こ
と
か
ら
、
今
年
度
、
歩
道
設
置

に
向
け
、
現
地
調
査
等
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
今
後
、
関
係
者
の
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
、

説
明
会
を
開

催
す
る
。

　
　
今
年
度
は
、
既
存
の
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
新
た
に
通

信
機
能
を
内
蔵
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球

「
ハ
ロ
ー
ラ
イ
ト
」
を
導
入
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
今
後
も
、
高
齢
者
世
帯
の
増
加

や
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
最
大
限
活

用
し
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
全
・
安
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
従
っ
て
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

に
努
め
る
。

　
　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
た
見
守
り

支
援
（
安
否
確
認
）
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
事
業
展
開
が
必
要
と
考
え
る

が
見
解
は
。

　
　
喜
久
田
町
行
政
区
の
要
望
と

し
て
優
先
順
位
が
高
い
、
市
道
小

段
瓶
焼
場
線
の
通
学
路
歩
道
設
置

は
、
通
学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

道
路
を
拡
幅
し
て
設
置
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

問答

問答

高
齢
者
（
独
居
老
人
）
見
守
り

対
策
に
つ
い
て
　

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め

の
歩
道
設
置
に
つ
い
て

志 

翔 

会

　
　
　
　
久
野
　
三
男
議
員

ひ
さ
の

み
つ
お

一般質問

一般質問

緑 

風 

会

大
木
　
進
議
員

お
お
き

す
す
む

　
　
本
市
の
単
価
は
、
県
内
で
２

番
目
に
高
い
水
準
で
あ
り
、
令
和

４
年
度
の
集
団
資
源
回
収
量
は
約

３
千
173
ｔ
で
、
約
１
千
586
万
円
の

報
奨
金
を
交
付
し
、
回
収
量
、
交

付
金
額
は
県
内
最
多
で
あ
る
。

　
ま
た
、
民
間
主
導
の
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
が
活
発
化
す
る
な
ど
し
て

い
る
た
め
、

報
奨
金
に
つ

い
て
は
現
行

制
度
を
維
持

し
て
い
く
。

　
　
市
総
合
交
通
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
は
、
交
通
手
段
が
充
実

し
、
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
円

滑
に
移
動
で
き
る
ま
ち
を
基
本
的

方
針
と
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
健
康
維

持
を
推
進
す
る
た
め
、
高
齢
者
の

路
線
バ
ス
の
運
賃
無
料
化
を
実
行

し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
見
解
は
。

　
　
資
源
回
収
は
、
町
内
会
や
老

人
会
等
の
活
動
資
金
と
し
て
、
貴

重
な
財
源
に
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
報
酬
単
価
１
㎏
５
円
か

ら
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、
地
域
団

体
の
活
性
化
と
協
力
支
援
に
な
る

と
と
も
に
、
ご
み
の
減
量
等
へ
と

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

問答

問答

高
齢
者
の
バ
ス
利
用
の
無
料
化

に
つ
い
て
　

資
源
回
収
推
進
報
奨
金
の
引
き

上
げ
に
つ
い
て

　
　
本
市
の
高
齢
者
健
康
長
寿
サ

ポ
ー
ト
事
業
で
、
温
泉
等
の
ほ
か
、

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
に
使
え
る
利
用

券
を
年
間
最
大
８
千
円
分
交
付
し
、

そ
の
利
用
割
合
は
タ
ク
シ
ー
が
55.5

％
、
温
泉
が
28.3
％
、
バ
ス
が
9.3
％

と
な
っ
て
い
る
。

　
他
自
治
体
で
の
無
料
化
事
業
に

お
い
て
、
当
該
事
業
の
バ
ス
利
用

率
が
必
ず
し
も
高
く
は
な
い
た
め
、

本
市
で
の
無
料
化
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
、
検
討
し
て
い
く
。
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志 

翔 

会

佐
藤
　
政
喜
議
員

さ
と
う

ま
さ
き

一般質問

　
　
本
市
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基

本
理
念
の
も
と
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
※
・
Ｇ
Ｘ
※
の
推

進
な
ど
、
各
種
施
策
を
総
合
的
・

継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
本
市
の
地
理
的
優
位

性
や
充
実
し
た
都
市
機
能
を
活
か

し
、
雇
用
の
確
保
、
関
係
人
口
の

創
出
や
定
住
促
進
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
・
Ｄ
Ｘ
推
進
に
対
応
し
た
教
育

環
境
の
整
備
や
子
育
て
環
境
の
充

実
等
に
努
め
て
い
く
。

　
　
下
水
汚
泥
、
生
ご
み
、
家
畜

堆
肥
、
稲
わ
ら
等
地
域
資
源
を
活

用
し
た
堆
肥
セ
ン
タ
ー
を
市
内
の

東
西
に
建
設
し
、
優
良
な
堆
肥
の

供
給
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
２

０
４
０
年
以
降
は
30
万
人
規
模
の

維
持
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
人

口
減
少
の
容
認
で
は
な
く
、
人
口

増
加
に
向
け
て
の
政
策
を
打
ち
出

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

問答

問答

堆
肥
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て

人
口
減
少
に
つ
い
て

　
　
本
市
で
は
、
稲
わ
ら
を
畜
産

農
家
へ
供
給
し
、
畜
産
農
家
か
ら

出
た
堆
肥
を
稲
作
農
家
に
還
元
す

る
耕
畜
連
携
に
よ
り
、
有
機
物
の

循
環
利
用
を
推
進
し
て
い
る
。

　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
は
じ
め
、

施
設
の
管
理
運
営
主
体
等
、
事
前

の
合
意
形
成
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
今
後
は
耕
畜
連
携
を

更
に
広
め
る
と
と
も
に
Ｊ
Ａ
や
肥

料
メ
ー
カ
ー

等
関
係
機
関

と
連
携
を
図

り
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

受 付 市政一般質問初日の午後５時まで ※定例会中に審議を希望する場合 
開会日翌日の午後５時まで 
※定例会中に議員への配付を希望する場合 

取扱い 

●関係する委員会で審査の上、本会議で審議し、採択・
不採択を決定します。 
●採択した請願のうち、市の事務に関するものは市長
等へ送付し、処理の経過や結果の報告を求めます。 
国・県等の事務に関するものは意見書を提出します。

●陳情書の写しを各議員に配付します。 

※
Ｄ
Ｘ
…
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
り
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
良
い
方
向
に

変
化
さ
せ
る
こ
と
。

※
Ｇ
Ｘ
…
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
脱
炭
素
社
会
に

向
け
た
取
組
み
の
こ
と
。

堆肥供給畜産農家リスト
市堆肥マップ
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議会ＰＤＣＡサイクル
令和４年度対象事業の評価をまとめました

令和４年度対象事業とその評価常任委員会

◆旧豊田貯水池利活用事業

現地見学会や利活用懇談会の実施状況などの質疑を交わし、年度内の事業が完了した
ことを確認し、事業計画に基づき適正に実施されたものと評価しました。

◆（仮称）郡山市歴史情報・公文書館施設整備事業

立体駐車場における誘導表示のあり方などの質疑を交わし、資料館交流エリア等展示
設計委託の完了、立体駐車場西側における道路改良工事の竣工等、年度内の事業が完
了したことを確認し、事業計画に基づき適正に実施されたものと評価しました。

◆五百淵公園里山再生事業

植栽した樹木の間隔及び間伐や、整備後のメンテナンスなどの質疑を交わし、年度内の
事業が完了したことを確認し、事業計画に基づき適正に実施されたものと評価しまし
た。

◆体感型環境学習施設の整備事業

施設利用者の増加へ向けた関係機関との連携などの質疑を交わし、施設整備の竣工に
より年度内の事業が完了したことを確認し、事業計画に基づき適正に実施されたもの
と評価しました。

◆統合型校務支援システム

教職員の意識改革や勤務状況の分析などの質疑を交わし、年度内の事業が完了したこ
とを確認し、事業計画に基づき適正に実施されたものと評価しました。

総務財政

建設水道

環境経済

文教福祉

令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
物
価
高
騰

が
続
く
中
、
国
の
交
付
金
を
活
用

し
、
生
活
困
窮
世
帯
、
家
計
、
事

業
者
へ
の
支
援
を
速
や
か
に
実
施

す
る
た
め
の
予
算
を
審
議
し
、
小

学
校
給
食
費
の
全
額
公
費
負
担
に

要
す
る
経
費
８
億
７
千
318
万
円
を

含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

■
開
催
日

４
月
28
日

■
補
正
予
算
の
主
な
内
容

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
及
び
家
計

　
急
変
世
帯
に
対
す
る
給
付
金

・
小
学
校
給
食
費
全
額
公
費
負
担

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等

　
へ
の
補
助
拡
充

・
畜
産
経
営
基
盤
の
支
援
強
化

・
中
小
企
業
の
賃
上
げ
や
Ｄ
Ｘ
採

　
用
活
動
支
援

・
民
間
児
童
施
設
等
の
光
熱
費
や

　
給
食
材
料
費
の
支
援

・
中
小
企
業
等
事
業
再
構
築
へ
の

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

　各常任委員会において、対象事業に関する進捗報告の聴取と評価を実施するＰＤＣＡ※サイクルに取
り組んでおります。今定例会で対象事業の評価を取りまとめましたので報告します。
※ＰＤＣＡ ： 計画→実行→評価→改善の４段階を繰り返し、業務を改善する手法
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　行政センター、公民館、図書館
などの公共施設に配置するとと
もに、市議会ウェブページに掲
載しています。
　また、点字版・音声版も発行し
ています。

市議会だより

　
議
員
の
調
査
研
究
な
ど
に
必
要

な
経
費
の
一
部
と
し
て
、
会
派
に

対
し
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
交
付
概
要

　
会
派
に
対
し
、
議
員
一
人
あ
た

り
月
額
10
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
収
支
報
告

　
会
派
は
収
支
報
告
書
等
を
作
成

し
、
領
収
書
等
を
添
付
し
て
、
議

長
に
提
出
し
ま
す
。

　
ま
た
、
残
金
は
市
へ
返
還
し
ま

す
。

■
情
報
公
開

　
収
支
報
告
書
や
領
収
書
等
は
市

議
会
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま

す
。

　
ま
た
、
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー

（
本
庁
舎
１
階
）
ま
た
は
議
会
事

務
局
（
西
庁
舎
６
階
）
で
も
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
６
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
第
99

回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

に
お
い
て
、
永
年
に
わ
た
る
地
方

自
治
発
展
へ
の
尽
力
に
対
し
、
次

の
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■
議
員
20
年
以
上
表
彰

　
大
城　
宏
之　
　
議
員

　
七
海　
喜
久
雄　
議
員

　
ま
た
、
全
国
市
議
会
議
長
会
部

会
長
、
特
別
委
員
会
委
員
と
し
て

の
功
績
に
よ
り
、
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
塩
田　
義
智　
議
長

政
務
活
動
費
と
は
？

議
　
員
　
表
　
彰

収支報告書
令和４年度政務活動費の収支報告をお知らせします。
会派名、所属議員数は、令和４年度末時点のものです。
※支出内訳中、会議費及び人件費については全会派０円のため省略しています。

支   出   内   訳 差し引き額
【市への返還額】

会派
執行率
（％）広聴費 資料作成費 資料購入費 事務所費要請・陳情

活動費
通信運搬・
自動車燃料費

0

0

0

0

0

0

999,570

0

0

0

0

999,570

0

0

0

89,600

0

0

0

0

0

0

0

89,600

271,075

97,992

22,255

142,595

4,316

0

620

1,139

0

0

0

539,992

866,594

514,009

281,789

183,772

71,093

228,000

41,841

102,121

140,369

0

0

2,429,588

1,200,190

176,751

461,271

409,357

0

108,900

14,168

7,920

42,437

0

0

2,420,994

289,446

488,795

310,160

111,206

0

0

40,159

0

0

0

0

1,239,766

717,332

2,409,206

92,714

126,011

618,607

3,263,100

0

55,315

1,017,194

1,200,000

1,200,000

10,699,479

93.04

74.90

98.07

97.37

82.82

9.36

100.00

95.39

15.23

0.00

0.00

75.63

（単位：円）
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令和４年度政務活動費収支報告

市議会ウェブページを見てみませんか 

　郡山市議会のウェブページでは、本会議や委員会の会議録、市議会中継のほか、定例会日程など
様々な情報を発信しております。
　詳しくは郡山市ウェブサイト、右上のQRコード、または、「郡山市議会」で検索してください。

志翔会

会   派   名

会派への
交付額 支   出   額

支   出   内   訳
調査研究費 研修費 広報費

新政会
郡山市議会
公明党
緑風会

立憲民主党郡山
自由民主党
郡山市議団
日本共産党
郡山市議団
虹とみどりの会

無所属の会

立憲民主党

国民民主党

合   計

10,300,000

9,600,000

4,800,000

4,800,000

3,600,000

3,600,000

2,400,000

1,200,000

1,200,000

1,200,000

1,200,000

43,900,000

9,582,668

7,190,794

4,707,286

4,673,989

2,981,393

336,900

2,400,000

1,144,685

182,806

0

0

33,200,521

0

784,000

457,120

471,240

0

0

0

0

0

0

0

1,712,360

3,979,610

1,182,447

639,060

40,880

0

0

0

0

0

0

0

5,841,997

2,975,753

3,946,800

2,535,631

3,225,339

2,905,984

0

1,303,642

1,033,505

0

0

0

17,926,654

（8人）

（８人）

（４人）

（4人）

（3人）

（３人）

（２人）

（1人）

（1人）

（1人）

（1人）
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こ
お
り
や
ま
市
議
会
だ
よ
り
第
205
号
発
行
日
令
和
５
年
8
月
１
日

    

発
行
郡
山
市
議
会　
編
集
広
聴
広
報
委
員
会

〒
963―

８
６
０
１　
福
島
県
郡
山
市
朝
日
一
丁
目
23
番
７
号

：
：

：

本会議 常任委員会 
受付場所 西庁舎７階 傍聴受付 西庁舎６階 議会事務局 

開始40分前～20分前受付時間 開始30分前から
各委員会15人
※定員を超えた場合は抽選定　員 74人

※先着順

　本会議や委員会の様子は、どなたでも御覧いただけます。本会議、常任委員会の会議開始は
通常午前10時です。

こおりやま市議会だより　第205号

市議会だよりに対する御意見、御感想は議会事務局総務議事課まで 
TEL024-924-2521 メールアドレス soumugiji@city.koriyama.lg.jp 
印　刷／株式会社やまと印刷 見やすいユニバーサルデザイン

フォントを採用しています。

9/19

編 集
後 記

今号の表紙は、見学学習で議場を訪れた芳山小学校の６年生です。広聴広報委員
が、議会の役割や仕組みなどについてリーフレットを活用し説明しました。模擬議会
では、子どもたちが自ら考えた議案を提案し、市長役・議長役・議員役に分かれ、電
子採決を体験しました。子どもたちの提案は、学校生活に関するものが多く、一人一
人がそれぞれの役割に真剣に取り組んでいました。未来の郡山を子どもたちにつな
いでいくためにも、私たちが、より身近な市議会、開かれた市議会を目指していかな
ければならないことを再認識いたしました。（栁田）

9月定例会開催予定 
日 月 火 水 木 土

2320 21 22

24 26 27 28 29 30

3 410/1 5 6 7

8 10 11 12 13 14

※請願締切

15

25

2

9

16 17 18

・正式な日程は、定例会初日に決定するため、変更になる場合があります。
・本会議の様子を市議会ウェブページから生中継いたします。
・生中継は、各行政センター、緑ケ丘ふれあいセンター、
　ビッグアイ６階の市民プラザ（月曜日を除く。）でも御覧いただけます。
・録画中継は、生中継の４日後（土・日曜日及び祝日を除く。）から公開します。

休会 休会

事務整理日
(休会)

事務整理日
(休会)

休会

休会

本会議（開会）

休会

休会

休会

決算特別委員会決算議案書熟読日
(休会)

決算議案書熟読日
(休会)

決算議案書熟読日
(休会)休会 休会

金

議案調査

休会 休会本会議（市政一般質問）

本会議
（市政一般質問）

本会議
（補正予算等先議）

決算特別委員会

市議会中継

※陳情締切 

議会を傍聴してみませんか

常任委員会

本会議（閉会）
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